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ボーリング柱状図
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栃木県鹿沼土木事務所　整備部 2010-02-27 ～ 2010-03-01
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現河成礫層

礫は径φ10～40mmの亜円・亜角
礫主体
マトリックス(礫間充填物)は中
～粗砂主体
所々に径φ50mm前後の粗礫混入
0.00～0.45mまで砂分優位
0.85m、コア長50mmの粗石点在
2.85m、コア長150mmの巨石点在
孔壁の自立性低い

基盤岩

コア形状は主に片状～短柱状
所々片状を呈す
風化変質は少なく比較的新鮮
節理は10～15cm間隔
節理面はやや暗褐色を呈す部位あ
り
4.45～4.55m間、礫状を呈す

RQD150%（Max150mm）
コア採取率95%

岩級区分CMと判定
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